
４月24日に行われた議員全員協議会の時の様子。新型コロナウイルス感染症対策として、臨時にイスやテーブルを設置して間隔を取って座

り、ドアを開けるなどの換気を行っております。

　令和２年４月１日、県内各市の議長で組織さ

れる青森県市議会議長会の会長に清野一榮議長

が就任しました。当会は青森県内各市議会の連

絡協調を図り、都市行政に関する各般の調査研

究をし、地方自治の伸展に寄与することを目的

としています。具体的には国や

県への要望活動や、県内の議員

を対象とした研修会を行ったり

しています。会長の任期は令和

３年３月31日までの１年間です。

議 会 ト ピ ッ ク ス議 会 ト ピ ッ ク ス

青森県市議会議長会の会長に当市の
　　　　　　　　清野一榮議長が就任

議員全員協議会を開催

　令和２年４月24日(金)、議員全員協議

会が開催され、理事者より新型コロナウ

イルス感染症について、市が取り組む感

染拡大防止対策及び事業者支援生活支援

対策を中心に説明がありました。

　同日付で専決処分する補正予算は小規

模小売・飲食業等事業継続応援補助金、

休職者等農業マッチング緊急支援事業費

補助金など総額５億2850万円とのことで

あり、議員からは様々な意見・要望等が

出されました。

ひろさき

市議会だより
令和２年６月発行 ３月定例会・議案など………………………２

３月定例会・一般質問…………………３～６

議案等に対する各議員の賛否状況……６～７

委員会等活動報告……………………………８

議員の行政視察など…………………………８

令和２年１月１日から令和２年４月24日までの出来事を掲載しました。
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ひろさき市議会だより　第61号２

令 和 ２ 年 第 １ 回 定 例 会令 和 ２ 年 第 １ 回 定 例 会

人 事 案 件 ２件

（前年度当初予算との比較　  7億5000万円増、1.0％増）
一般会計  774億8000万円

特別会計　403億3113万4千円

令和２年度当初予算審査

（前年度当初予算との比較 4億2972万8千円増、1.1％増）

○弘前市教育委員会の委員の任命について（１名）

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

２項の規定により、議会の同意を求めるものです。　

　柿
かきざき

﨑良
よ し き

樹氏(新任)

予算決算常任委員会での令和２年度各予算案

に対する賛成・反対討論の要旨を以下に掲載

します。

○令和元年度弘前市一般会計補正予算（第８号）

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、保育所等の感染症対策

に要する経費及び事業者の資金需要増加に対応するための経費を計

上するほか、債務負担行為の補正を行うものです。

補正額　3890万9千円

【会期：令和２年２月21日(金)～３月19日(木)】市長提出議案 37件

陳 情 ３件

○陳情書（「民法を改正し、「婚姻中」のみ共同親権とする単独親権制度を撤廃してください」との意見を国

に提出してくださるようお願いするもの）

○「市と猫の殺傷処分ゼロを目指す街づくり」に関する陳情

○「桜まつりの中止を希望する陳情」

※陳情書は議員に参考配付しました。

○人権擁護委員候補者の推薦について（２名）

　人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議

会の意見を求めるものです。　

  玉
たまかわみつゆき

川光幸氏(再任)、佐
さとう

藤美
み つ こ

津子氏(再任)

○弘前市事務分掌条例の一部を改正する条例案

市の行政組織を見直しするため、所要の改正をしようとするもの

です。

一般会計予算案に対する討論

○賛成の要旨　以下の理由で賛成する。

・市民から要望が多い道路の補修や除排雪の予算増額

・人口減少や高齢化が進んでいく中、市の将来を見据

　え、課題解決に向け取り組むための予算が計上

・人材育成など中長期的な視点での取組も進める予算

　○反対の要旨　以下の理由で反対する。

　・建設事業、箱物、開発事業優先の予算である点

　・民間委託を引き続き進め、市民の個人情報業務を

　　民間企業に開放している

　・高い国保料や介護保険料

国民健康保険特別会計予算案に対する討論

○賛成の要旨　以下の理由で賛成する。

・健康増進のための保健事業に配慮した予算編成

・不測の事態に備える財政調整基金の積み立てを一定

　程度確保し、安定的な財政運営を図れるものと評価

　○反対の要旨　以下の理由で反対する。

　・高すぎる国保料が続いている

　・加入者の負担能力や生活実態を無視した算定

　・所得が急減している方への緊急減免を行うべき

改正前の課室名 改正後の課室名

 健康こども部地域医療推進室  企画部地域医療推進室

 市民生活部文化スポーツ課
 健康こども部スポーツ振興課

 観光部文化振興課

 都市整備部吉野町緑地整備推進室
 都市整備部都市計画課美術館 
 周辺活性化室

４月より地域医療推進室は企画部

へ移管、文化スポーツ課は健康こど

も部と観光部へそれぞれ再編し、吉

野町緑地整備推進室は廃止して、都

市計画課内室として美術館周辺活性

化室を新設。

一般会計　 802億4796万8千円

（３月補正額   9億3252万6千円）

特別会計　 421億3456万円

（３月補正額   5億8660万9千円）

３月補正後の令和元年度予算



蛯 名　 正 樹
（ 創 和 会 ）

外 崎　 勝 康
（ 木 揚 公 明 ）

  
福 士　 文 敏
（ 創 和 会 ）

質問・答弁の要約を掲載いたします。

※敬称略。(　)は所属会派。登壇順に記載。文責は質問者にあります。

新型コロナウイルスへの対応について

■問 これまでの市の対応について。

■■答 関係部署間で情報共有を図るととも

に、市役所窓口職員のマスク着用や市所

管施設へのアルコール消毒液の設置、関

係団体へ情報提供の徹底などのほか、市

立小中学校については、３月２日の午後

から３月15日までを臨時休校とした。今

後、市ホームページ等で感染予防対策を

周知し正確な情報を適切に提供していく。

■問 さくらまつりの対応と影響について。

■答 第100回目を迎える今年は、４月23

日から５月６日までの会期で開催する予

定としている。世界各地に感染が拡大し

ている中、市の観光業界全体への影響が

懸念されるところであり、一刻も早い感

染の終息を願うものである。

〈その他の質問項目〉

○石川小・中学校整備事業について

○小・中学校教職員室のエアコン設置

一 般 質 問

誰一人取り残さない、持続可能な開発目

標（ＳＤＧｓ）について

■問 2030年を目指した市の取組は。

■答 総合計画及び第２期総合戦略ではＳ

ＤＧｓの理念を踏まえて取り組むことと

し、内閣府の「地方創生ＳＤＧｓ官民連

携プラットフォーム」に昨年９月に登録

し、先行事例等の情報収集に努めている。

岩木川の水害対策について

■問 ハザードエリア対策は。

■答 岩木川が決壊した場合、最大で全人

口の約３割にあたる約５万２千人の浸水

が想定される。秋口までに防災マップを

全面改訂し、浸水想定区域の周知を図る。

小中学校のプログラミング教育について

■問 技術者等による特別授業の実現は。

■答 専門的な知識や技能をもつ外部人材

の協力により、各校において、教職員へ

の講義や児童生徒が楽しさや面白さを感

じられるような特別授業が考えられる。

坂 本 　 崇
（ 無 所 属 ）

今後の観光戦略について

■問 今後の誘客戦略について。

■答 本年はさくらまつり100回目、訪日

外国人観光客増加が予想される東京2020

オリンピック・パラリンピックが開催。

このほか、弘前れんが倉庫美術館がオー

プンし、同館を含む青森県内５美術施設

連携によるアートツーリズムを促進する。

令和３年は東北６県による大型観光キャ

ンペーン東北ＤＣの開催や大森勝山遺跡

を含む北海道・北東北の縄文遺跡群の世

界遺産登録が期待されること、令和４年

には弘前ねぷたの運行が初めて記録に登

場してから数えて300年の記念の年を迎

える等、当市の観光振興において話題性

豊かな好機が続く。県や広域市町村、関

係機関等と連携し、効果的な情報発信等

を行い、当市への誘客に取り組んでいく。

〈その他の質問項目〉○令和２年４月開

館施設　○文化振興による観光活性化

大森勝山遺跡整備の進捗状況について

■問 地元活性化に向けた産業振興等。

■答 裾野地区の交流人口増は地域活性化、

りんご生産地として知名度向上にもなる。

相馬川二期地区かんがい排水事業施設の

利活用状況について

■問 利用者との話合いや指導等について。

■答 当該用水の利用は、防除12回、かん

水２回を年間取水回数の上限とお願いし

ている。雨が少ない場合、上限より多く

の利用希望が想定されるため、関係者と

再度話合いの場を設け、干ばつ等の状況

に合わせた柔軟な利用方法を検討する。

市民会館指定管理について

■問 検討経緯と今後の管理運営について。

■答 弘前市民会館の指定管理者候補者は、

令和元年第３回定例会に提案したが、否

決との判断をいただいた。今後の管理運

営は、市民会館におけるこれまでの指定

管理者制度を検証した上で判断したい。

ひろさき市議会だより　第61号 ３

令和２年第１回定例会日程 （28日間） ○傍聴者数：53 人

　昨年は延べ３２０人が傍聴しました。
　日程をご確認の上、お気軽にお越しください。

　２月21日(金)　本会議　　　　　開会、会期の決定、
　　　　　　　　　　　　　　　　提案理由の説明
　２月22日(土)～３月３日(火)　　議案熟考
　２月26日(水)　特別委員会　　　りんご産業振興
　３月４日(水)～３月６日(金)
　　　　　　　　本会議　　　　　一般質問
　３月９日(月)　本会議　　　　　一般質問、議案付託
　　　　　　　　特別委員会　　　りんご産業振興
　３月10日(火)　常任委員会　　　建設、総務、厚生

　３月11日(水)～３月13日(金)
　　　　　　　　常任委員会　　　予算決算
　３月16日(月)　常任委員会　　　予算決算
　３月17日(火)～３月18日(水)　　議事整理
　３月19日(木)　本会議　　　　　各委員長の報告、
　　　　　　　　　　　　　　　　質疑、討論、表決、
　　　　　　　　　　　　　　　　閉会

弘前市マスコットキャラクター　たか丸くんエコバージョン



掲載内容は一般質問の一部です。正確には会議録をご参照ください。会議録は、市立弘前図書館・市役所などで

閲覧できます。また、弘前市議会ホームページの会議録検索システムでもご覧いただけます。

を推進し、タブレット端末等を利用して

医療用画像を共有できるシステムの運用

を進めてきた。今年度からＲＰＡの実証

に取り組んでいるが、人口減少が進む中

で、地域を維持・成長させていくため、

ＩＣＴを活用した先端技術を積極的に導

入し、行政サービスや産業の高効率化を

図り、地方創生に取り組んでいく。

〈その他の質問項目〉

○ＩＣＴを活用した教育行政、観光行政

弘南鉄道の今後について

■問 補助を行うに至った経緯は。

■答 弘南鉄道が直面している現状は、会

社だけの問題ではなく、弘前圏域全体の

課題。新たな支援策等を協議検討する間

の緊急的な支援として、令和元年度と２

年度の２年間の運行欠損を沿線自治体が

運行費補助を行うことで合意した。

子育て施策について

■問 令和２年度の取組を問う。

■答 来年度はこれまでの取組を継続して

いくほか、保護者が抱える子育ての悩み

や不安を軽減することを重点的に行う。

主なものとして、育児不安を抱える見守

りが必要な家庭に対し、保健師等の専門

職による育児支援等の訪問援助を行う

「養育支援訪問事業」の実施や「ショー

トステイ事業」の対象者の拡大、また、

児童館などのエアコン設置に取り組む。

〈その他の質問項目〉○津軽広域ＤＭＯ

野 村　 太 郎
（ 創 和 会 ）

成 田　 大 介
（ 無 所 属 ）

石 田 　 久
（ 日 本 共 産 党 ）

保険薬局に対する無料低額診療事業

■問 実施を求めるが、市の見解を問う。

■答 助成を行っている市は高知市、旭川

市、青森市、苫小牧市、那覇市。市とし

ては院外処方を含めた全国一律の制度で

実施されるべきと考えており、調剤費の

自己負担が困難な場合は必要に応じて生

活保護の制度につなげることも可能であ

ることから、今後国の動向を見守りたい。

新中核病院等について

■問 医師、看護師等の人員確保は。

■答 施設整備と並行して検討を進めてい

るが、職種ごとの人数は診療機能等を踏

まえた検討に時間を要するため、運営開

始の間近まで調整が必要。十分に医療従

事者が確保され、円滑に診療業務が行わ

れるよう、市立病院職員の移行を含め、

関係者と協議、調整を進めていく。

〈その他の質問項目〉○子どもの貧困対

策　〇介護保険20年の現状について

子育てしやすい弘前について

■問 子育てしやすい弘前とは何か。

■答 今後も幅広く様々なニーズに対応し、

全ての家庭が子どもを生み育てることに

安心感と喜びを感じ、「ここで子育てが

できてよかった」と思えるまちの実現を

目指す。これまで同様に、市民目線を大

切にし、市民生活を第一に考えながら、

丁寧に取り組んでいく。

ＡＩ・ＲＰＡの活用について

■問 行政経営への導入目的を伺う。

■答 複雑化・多様化する地域課題に迅速

かつ効果的に対応し、住民生活に不可欠

な行政サービスを提供するため、職員が

企画立案業務や住民への直接的なサービ

ス提供など、「ひと」でなければできな

い業務に注力できるような体制の構築が

必要だと考えている。新たに６業務へＲ

ＰＡを試験導入し、ＡＩを活用した音声

認識議事録作成についても取り組む。

齋 藤 　 豪
（ 滄 洸 会 ）

ＩＣＴを活用した地方創生について

■問 ＩＣＴを活用し、どのように弘前市

を創生していくのか伺う。

■答 当市では、様々な分野でＩＣＴ活用

の取組を進めており、タブレット端末を

活用したＩＣＴ活用教育の実施、「ひろ

さき子育て応援アプリ」による情報配

信、「弘前市ごみ収集アプリ」によるご

み減量化・資源化、また、剪定技術の早

期習得に向けた学習支援システムの構築

出産・子育ての支援について

■問 子育て世代包括支援センターの利用

状況は。

■答 平成31年４月にヒロロ３階に開設。

母子保健分野と子育て支援分野の両面か

らの支援を一体的に提供するチーム体制

での運用は県内初。産後うつや児童虐待

の減少を目指し、親子への包括的な支援

を行っており、開設から本年１月末まで

の利用件数は延べ8,933件となっている。

教育行政について

■問 スクールカウンセラーについて問う。

■答 役割は、心に悩みごとを抱える子供

たちへのカウンセリングの実施と教職員

及び保護者への助言や援助である。市立

小・中学校を合わせて平成29年度は31

校、30年度は43校、今年度は全50校へと

拡充され、現在11名で巡回している。

〈その他の質問項目〉

○高齢者の単身世帯について

竹 内　 博 之
（ さ く ら 未 来 ）

ひろさき市議会だより　第61号４



木 村　 隆 洋
（ 創 和 会 ）

千 葉　 浩 規
（ 日 本 共 産 党 ）

今 泉　 昌 一
（ さ く ら 未 来 ）

市長の政治姿勢について

■問 令和元年第３回定例会終了後の市長

挨拶の真意。

■答 行政を運営する立場としては、議会

をはじめ、市民に対しての説明責任を果

たしていかなければならない上、地方公

共団体の意思を決定する機能及び執行機

関を監視する機能を担う「議会」での議

決というものは、重く受け止めなければ

ならないということも十分認識している。

弘南鉄道維持活性化支援について

■問 支援に対する経緯と市の方針。

■答 弘南鉄道株式会社側から、置かれて

いる状況への理解と鉄道の運行継続に係

る支援のお願いがあった。

　市としては、弘南鉄道という先人たち

から引き継いできた財産を生かして地域

を元気にしていくために、関係市町村や

各種関係団体等と連携し、その維持・活

性化に取り組んでいく。

第２期弘前市まち・ひと・しごと創生総

合戦略について

■問 総合戦略の特徴を問う。

■答 基本方針では、地域共生社会の実現、

先端技術の導入、ＳＤＧｓの理念を新た

に掲げた。ひとづくり分野の取組では、

市民自らが地域のことを考え、企画し、

課題解決を進めることで、創造・企画・

行動力を持つ人材を育成し、小・中学生

が親子で地域産業に直接触れる機会を創

出し、地域を牽引する人材を育てていく。

教育行政について

■問 通級指導教室の現状を問う。

■答 令和元年５月現在、小学生93人、中

学生41人の合計134人が通級指導を受け

ており、５年前の平成27年と比較すると

約３割増加し、年々ニーズが高まってい

る。通級指導により、困り事や不安感が

軽減し、意欲や自信が高まり、自分の力

を発揮することにつながっている。

住宅セーフティネットについて

■問 住宅確保に配慮が必要とされる方々

が増えていくと考えられるが、当市の市

営住宅における現状と住宅セーフティ

ネットの取組について答えよ。

■答 市営住宅の入居世帯数は1,839世帯、

入居率は87.7％と高水準で、今後も入居

ニーズは高いものと考えており、市営住

宅は設置目的からも、既に住宅セーフ

ティネットとしての役割を果たしている。

高齢者、障がいのある方、子育て世帯等

の住宅の確保に配慮が必要な方が今後も

増える見込みで、市としては、市営住宅

の適正な管理戸数を維持するとともに、

「新たな住宅セーフティネット制度」を

有効活用することにより、「住宅確保要

配慮者」に対する住宅の確保に努める。

〈その他の質問項目〉

○障がい福祉人材の処遇改善について

〇教職員の働き方改革について

越 　 明 男
（ 日 本 共 産 党 ）

櫻田市長の政治姿勢について

■問 市長就任直後、「住民福祉の向上を

踏まえた市民生活第一に」と表明したが。

■答 就任以来、市民目線、市民感覚を大

切に施策の展開をしており、全て「住民

の福祉の増進」を実現するためである。

■問 昨年全国町村長大会では「新たな圏

域行政に反対」の特別決議を採択したが、

なぜ広域連携の強化に力を注ぐのか。

■答 人口減少がさらに加速する中で、周

辺市町村との連携により津軽圏域の活性

化が図られ、住民福祉の向上につながる。

■問 新たな不況をもたらす消費税10％

の増税を５％に戻す声を上げてほしい。

■答 市の令和２年度予算では、地方消費

税の増税により地方消費税交付金が前年

度より増額となり、増収分は全て幼児教

育の無償化等の社会保障施策に充当する。

〈その他の質問項目〉○観光地域づくり

法人○弘南鉄道支援○れんが倉庫美術館

一般質問の写真は、令和元年12月以降に撮影した写真を使用しています。

佐 藤 　 哲
（ 滄 洸 会 ）

入札制度の見直しについて

■問 市の取組状況等について。

■答 建築設計業務の一般競争入札におい

て、特定の業者が最低制限価格と同額で

複数落札した事案を受け同日落札制限を

建設関連業務の入札にも導入した。さら

に、副市長を委員長に弘前市入札契約制

度調査検討委員会を設置し、設計金額積

算における改善点の洗い出し、最低制限

価格制度等の見直し、情報管理の徹底を

検討課題として、入札結果の現状分析や

見直し箇所の洗い出しを指示した。早期

に導入可能な改善案として、予定価格を

入札後に公表、建築設計業務の直接人件

費の数量を整数部分のみの表記とするこ

とを関係団体等に説明したところ、反対

意見もなく了承いただいたことから、本

年４月１日から適用する。引き続き、調

査検討委員会を設置し、問題点の有無等

を検証し適正な入札の執行に努めていく。

ひろさき市議会だより　第61号 ５



農業行政について

■問 新規参入者への支援について。

■答 非農家出身の新規参入希望者等が就

農・定着しやすい環境を整備することを

目的に「農業里親・新規参入支援事業」

を新たに実施する。具体的には、里親農

家に対して、研修受入支援交付金を交付

するとともに、里親研修を受講する新規

参入希望者に対して、家賃相当額の一部

を補助することを検討している。

警察署へ協力・依頼した案件のその後に

ついて

■問 市連Ｐ不明瞭会計について。

■答 平成29年11月22日被告訴人不詳のま

ま弘前警察署に告訴状を提出し、捜査が

行われてきた。捜査は終了し、本年１月

８日付で事件に関する捜査資料を青森地

方検察庁弘前支部へ送致したとのこと。

現在は事件に対する検察官の判断を待っ

ている状況である。

石岡　千鶴子
（ 無 所 属 ）

一 戸　 兼 一
（ 弘 新 会 ）

令和２年度予算案について

■問 力を入れた事業等を問う。

■答 放課後児童の対策として、児童館・

児童センター及びなかよし会に、新たに

冷房設備を設置し、子どもたちが快適に

学び、遊ぶための環境を提供していく。

また、商業分野では、中心市街地の空き

店舗対策として、空き店舗活用支援事業

費補助金の対象に、新たに「賃料」に対

する補助を加えて拡充していく。

廃校処分について

■問 市場価格での売却はできないのか。

■答 市の財政に多大な影響が及ぶような

特殊な事情のある売却困難物件について

は、売却の可能性を高める方法の一つと

して、最低売却価格を減額することも検

討したい。

〈その他の質問項目〉

○津軽港について　〇市立病院及び旧第

一大成小跡地について

松 橋　 武 史
（ 滄 洸 会 ）

道路の整備計画について

■問 亀甲向外瀬１号線の道路整備計画は。

■答 令和２年度から整備を進める。事業

区間は、旧ＪＡつがる弘前養正支店前か

ら向外瀬地区の諏訪神社付近交差点まで

の約800メートルで、事業期間は令和８

年度までを予定。整備内容は、現道脇の

用水路を利用した側溝整備による歩道新

設と車道整備による道路側溝と舗装面の

全面改修を計画。令和３年度から水路敷

を活用した側溝整備と歩道の新設、車道

整備を順次進めていく。また、併せて向

外瀬岩賀線の交差点改良を進める。まず

は、この交差点から事業に着手し、小さ

な費用で大きな効果を生み出すよう部分

的な交差点改良により、市民ニーズの高

い市内各所の渋滞対策に鋭意努めていく。

〈その他の質問項目〉○学校給食の予備

の食器の不足原因　〇ニッカ弘前工場付

近の未整備歩道の必要性と今後の取組

工 藤　 光 志
（ 木 揚 公 明 ）

新中核病院周辺道路整備と敷地への出入

口について

■問 周辺道路整備の進捗状況は。

■答 Ｕマート弘大前店交差点から黒石方

面の県道弘前平賀線は整備済みだが、弘

高下駅方面の市道富田樹木線の街路事業

は未整備で県へ早期整備の要望をしてい

る。また北大通りと富田大通りを繋ぐ住

吉山道町線は令和４年早期の完成を目指

し整備中である。広域的アクセス道路の

整備は、中・長期的に取り組まなければ

ならない課題であると認識している。

■問 新中核病院出入口前の交差点は。

■答 令和４年早期の運営開始に併せ、車

が病院敷地内へスムーズに進入できるよ

う、県において弘前警察署と協議をしな

がら詳細設計を進めている。交差点改良

に係る用地取得業務は市が県から委託を

受け、令和２年度予算で土地購入費等と

して１億8,083万円を計上している。
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議案等名

令和２年度弘前市一般会計予算

令和２年度弘前市国民健康保険特別会計予算

令和２年度弘前市後期高齢者医療特別会計予算

令和２年度弘前市介護保険特別会計予算
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傍聴にお越しの皆様の健康を守るため、また、新型コロナウイルス感染症拡

大を防止するため、当面の間、本会議及び委員会等の傍聴については、できる

限りお控えくださるようお願いいたします。皆様のご理解とご協力をお願いい

●議●会○の●傍●聴
　　　○自○粛○の○お○願○い

たします。本会議および予算決算常任委員会は、インターネット中継でご覧になれます。また、市役所 

前川新館 1 階市民ギャラリーにモニターテレビを設置し、中継放送しております。

　　　　　　　次回定例会日程（予定）

　　(５月29日(金) 議会運営委員会　会期日程等の協議）     
 　　６月５日(金) 開会日（本会議）開会、会期の決定、
  　 　　　　 　　　　　　　　　　提案理由の説明
 　　６月30日(火) 閉会日（本会議）各委員長の報告、
   　　                           質疑、討論、表決、
　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会
　　　※日程については、議会開会前にホームページ等で
　　　　ご確認ください。

議長（清野一榮）は採決に加わっていません。

※賛否が分かれた議案等のみ掲載しております。

　本会議の傍聴やインターネットでの中継視

聴ができない方のため、ラジオ放送もしてい

ます。

　ＦＭアップルウェーブ（周波数７８．８メガヘ

ルツ）で、一般質問等の様子を当日午後８時

から放送します。

※緊急時、災害時には変更される場合も有り

定例会一般質問等のラジオ放送定例会一般質問等のラジオ放送
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※議会での慎重審議により、可決、同意となりま
　した。

市長提出議案：37件

予算関係：17件、条例関係：16件、

そ の 他：４件

傍聴席の様子

表 紙 の 写 真 大 募 集 !!表 紙 の 写 真 大 募 集 !!

◎テーマ　弘前市内で撮影された写真
　　　　　(風景・まつり・イベントなど)
◎規格　　デジタル写真データ
　　　　　(JPEG形式、サイズ１MB以上、横撮りのみ)
◎応募資格　弘前市に在住・在勤・在学の方
◎応募方法　写真のタイトル(10文字以内)・撮影場所・　　
　　　　　　撮影日・住所・氏名・電話番号を明記の上、　
　　　　　　　メール、郵送、持参。
　　　　　　※メールの場合は、件名に「だより表紙写真」
　　　　　　　と入力してください。
◎締め切り　締め切りは令和２年７月10日(金)です。
　　　　　　また、応募写真が必ずしも採用されるとは限り
　　　　　　ません。

　【詳しくはホームページ、または議会事務局へ】

「ひろさき市議会だより」について、ご意見・
ご感想などがありましたら、今後の参考にさせ
ていただきますのでＴＥＬ・ファクス・メール
などでお気軽にご連絡ください。

令和２年第１回定例会審議結果

弘前市議会ホームページ　　http://www.city.hirosaki.aomori.jp/gikai/index.html

　 
 ○本会議、予算決算常任委員会の様子をインターネットによるライブ中継を行っています。

　　　また、録画中継は、原則会議の７日後からご覧いただけます。 

　　○平成18年第１回臨時会からの本会議の会議録が閲覧できます。

　　　また、平成24年９月定例会以降の

      会議録では映像と会議録が連動し

      たものが閲覧できます。

弘前市議会 インターネット中継

検索弘前市議会 会議録
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会　派　一　般　行　政　視　察会　派　一　般　行　政　視　察

委 員 会 行 政 視 察委 員 会 行 政 視 察

議会運営委員会議会運営委員会

１月21日(火)～24日(金)
①大分県大分市

　○防災会議と議会ＢＣＰについて

  ○議会活性化推進会議の設置及び議会改革について

②長崎県壱岐市

　○議会におけるタブレット端末の運用について

　○議会活性化特別委員会の活動内容について

木揚公明

１月28日(火)～31日(金)

①沖縄県那覇市

　○議会改革の取り組みに

　　ついて

②沖縄県石垣市

　○石垣牛ブランド化及び

　　各種ブランド農産品の

　　取り組みについて

③沖縄県竹富町

　○入島料収受を含めた環

　　境保全の取り組みにつ

　　いて

中間報告（抜粋）中間報告（抜粋）

○これまで計９回にわたり委員会を開催。

○りんご黒星病対策を喫緊の課題と捉え、

　当面の間、優先的に活動していくことと

　し、りんご公園や市内園地、青森県産業

　技術センターりんご研究所を視察した。

○今後の活動については、中央省庁に対す

　る要望活動を実施すべきとの意見の一致

　を見たが、予算状況を踏まえ、りんご黒

　星病の発生状況や新規薬剤の登録に係る

　進捗状況等、情報収集を随時行っていく

　こととした。

○付託事件に関わる諸課題の解決に向け、

　今後も理事者と一体となり、強力かつ効

　果的な活動を展開する必要があるとの結

　論に達した。

○理事者においては、りんご産業振興に影

　響を及ぼすりんご黒星病に関して、今後

　も引き続き状況を注視し、撲滅に向け、

　関係機関と連携して取り組んでもらうよ

　う、要望する。

石垣市役所にて

委　員　会　等　活　動　報　告委　員　会　等　活　動　報　告

ひろさき市議会だよりひろさき市議会だより

編集特別委員会編集特別委員会

1月27日(月)　市役所

①掲載内容について

３月19日(木)　市役所

①掲載内容について

②編集日程について

③今後の議会だよりの

　編集について

りんご産業振興特別委員会りんご産業振興特別委員会

２月26日(水)　市役所

①来年度予算について

②今後の活動について

③その他

議会運営委員会議会運営委員会

３月16日(月)　市役所

①議会基本条例の検証について

議員全員協議会議員全員協議会

２月５日(水)　市役所

①弘南鉄道路線維持活性化支援について

②一部事務組合等の予算案について

　・令和２年度津軽広域連合一般会計予算案

　・令和２年度弘前地区環境整備事務組合会計予算案

　・令和２年度弘前地区消防事務組合会計予算案

　・令和２年度津軽広域水道企業団津軽事業部水道

　　用水供給事業会計予算案

２月21日(金)　市役所

①第２期弘前市まち・ひと・しごと創生総合戦略案

　及び弘前市人口ビジョン改訂案について

②新中核病院の整備状況等について

３月９日(月)　市役所

①中間報告について

②その他

　３月19日(木)の本会議において中間報告

を行いました。

４月24日(金)　市役所

①新型コロナウイルス感染症対策について　

　令和２年１月20日(月)、弘前大学教

育学部附属小学校第６学年の社会科見

学がありました。議場を使って、市議

会の役割や選挙の仕組みなどについて

説明を行いました。

議場で説明を受ける児童
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